
 

 

 

農 業 地 域 に お け る 

地 下 水 観 測 施 設 を 
長く使うための手引き 
～日常点検のススメと調査・対策事例～ 

 

令和５年５月 

農 林 水 産 省  農 村 振 興 局 
農村政策部 鳥獣対策・農村環境課 



 

 

 

はじめに 
 

 地下水観測は、農業用地下水の適正な利用や地盤の安定性の確認などに重要な

ものです。しかし、観測施設の主体である地下水観測井・観測孔に土砂の堆積や

目詰まりなどの障害が生じると、正確な地下水位が観測できず、観測データが本

来の地下水位とは異なる場合があります。 

 観測井・観測孔の再設置や新設は簡単にはできません。このため今使っている

観測施設の障害が大きくなる前に対処し、正確なデータを得られるようにしてお

くことが重要です。 

 本資料では、農業地域における地下水観測施設を少しでも長く正常に使うため

のヒントとなる情報を２編に分けて整理しました。この手引きでは地下水観測施

設の管理者向けに要点をまとめました。また別冊の参考資料では地下水に関する

基礎知識や実務で参考になるような詳細な情報を紹介しています。 

 本資料が、地域に応じて地下水観測施設を長期間にわたり活用するための参考

となれば幸いです。 
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1. 地下水とうまく付き合うコツ（地下水位観測の意義） 
 

 地下水位は農業用水の揚水などの地下水利用に伴って低下し、地下水の枯渇

や地盤沈下などの影響をもたらすことがあります。 

 地下水を安心して使うためには、地下水位に異常がないか監視して、地下水

の量に注意していくことが大変重要です。地下水の量の変化を地下水位により

監視する、これが地下水とうまく付き合うコツです。 

 

 農業用の水源として使っている地下水が少なくなっていったり、枯渇したりす

ると、農業生産に支障が生じることがあります。また、地下水位の低下が引き起

こす地盤沈下は、農地の排水不良や施設の破損を招く恐れがあります。一方、地

下水位が高すぎると地表が冠水したり、地盤が緩んだりする場合があるので、適

切な高さに収まっていることが大事です。 

 このように、地下水位が大きく低下あるいは上昇する場合や、ゆっくりでも長

期に渡って変化する傾向がある場合は注意することが重要です。 

 地下水の量の変化を地下水位で監視して“問題が起きる前に地下水位で異常を

察知する”、これが地下水とうまく付き合うコツ（継続的に地下水位を観測（監視）

する意義）です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地下に柔らかい粘土層が分布する場所では、地下水を取り過ぎると地

下水位が低下した際に地盤沈下が生じることがあります。この写真は

地盤沈下で基礎杭が抜け上がった農業用倉庫です。 

 

図 1-1 地下水位の低下による障害の例 

 

約 1m の抜け上がりで
倉庫の下に空間がで
きています。 
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場所によって地盤の下がり方が
変わるため凸凹になる 

井戸 当初の 
地盤高 

（地盤沈下で地面が下がる） 

粘土層 

地下水の汲みすぎで、
地下水位が大きく低下 
 
⇒地盤沈下の発生 

砂・礫の層 

地下水位が大きく低下
すると、粘土層が収縮 

粘土層からの
水の絞りだし 

2. 本資料の利用を想定している地域 
 

 本資料は、農業用に地下水を利用する地域や、地盤沈下対策を行っている地

域、地下水の利用量が大きい農業用の大規模な地下ダムのある地域などで利用

されることを想定しています。これらの地域では、地下水の減少や地下水が関

わる障害の兆候を察知するために、地下水を観測し、地下水の動きに注意する

ことが重要です。 

 

【解 説】 

(1) 農業用に地下水を利用する地域 

 地下水は、平野部や中山間地

など、様々な地域で農業用に利

用されています。 

 

 

図 1-2 地下水を農業用の水源として使う地域 

 

(2) 地盤沈下対策を行っている地域 

 平野部の地下に柔らかい粘土層が分布する場所では、地下水位が大きく低下す

ると粘土層が収縮して地面が下がります。この現象を地盤沈下といいます。地盤

沈下が起こると、農地の排水不良や道路の凹凸、建物の亀裂や管の損傷などの問

題が生じることがあります。このため、国や自治体などの機関は、地下水位と地

盤沈下を観測するための専用の施設（観測井）を設置しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-3 地盤沈下の起こり方（イメージ図） 
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(3) 地下ダム 

 地下ダムとは地下水を利用するために地中に遮水壁を設けて、利用できる地下

水の量を増やしたり、海水が混じった地下水の浸入を防止したりする施設です。

我が国では九州・沖縄地方で農業用の大規模な地下ダムが建設され、安定した農

業用の水源として地域の農業生産に大きく貢献しています。地下ダムでは、農業

用水の適切な取水や管理を行うために、地下水を観測しています。 

 

 

 

沖縄県宮古島市にある福里地下ダムは流

域 面 積 12.4km2 、 主 ダ ム 軸 の 長 さ

1,790m の地下ダムです。左の写真は、

ダム軸の中ほどで水位水質監視用に掘り

下げた場所の写真です。ダム堤体でせき

止められた貯水池のごく一部を見ること

ができます。 

 

図 1-4 農業用地下ダムの例（福里地下ダム） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

主ダム軸 

貯水池の
一部 
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3. 地下水観測井・地下水観測孔 
 

 地下水観測井・観測孔は、地下水の状況を把握するために地中に開けた井戸

や孔で、ストレーナーを通じて管の内外を地下水が行き来できるようにしてい

ます。 

 

【解 説】 

 地中の地下水は、地表から直接は観測できないので、専用の観測施設（地下水

観測井、地下水観測孔）を設けて観測します。地下水位の位置は地面から地下水

位までの深度を測定することで分かります。地下水観測井や地下水観測孔は、地

下水を見るために“地中に設けた窓”と言えます。 

 地下水観測井や地下水観測孔は、地中に孔を開け、孔が崩れないように保孔管

という鋼管あるいは塩ビ管を中に入れた施設です。口径が比較的大きなものを観

測井、小さなものを観測孔と呼んでいます。例えば、地下水観測井は地盤沈下対

策のために、地下水観測孔は地下ダムの管理等のために設置されています。 

 保孔管の一部に地下水の通り道となるような穴やスリットを設けた部分を、有

孔管（有孔区間）やストレーナー（もしくはスクリーン）と呼びます。地下水は

ストレーナーを通じて観測孔※１の内外で繋がっていますので、観測孔の中の水位

から、その地点の地下水の状況を知ることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地盤沈下対策のための鋼管でできた地

下水観測井です。鋼管の左脇には大気

圧計が、写真では見えませんが鋼管の

中には水圧式水位計が設置されていま

す。 

 地下ダムの地下水観測孔です。道路脇

にあるため、ハンドホールの中に塩ビ

管の孔が設置されています。観測孔の

中に測定器を降ろしています。 

図 1-5 地中に設けた窓（地下水観測井、地下水観測孔） 

 

※１：この資料では主に観測孔を例に説明しています。  
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▽ 

掘削孔 

地下水の動き 
(観測孔の外と 
 中を行き来） 

保孔管(ケーシング) 

有孔管（ストレーナー、
スクリーン） 

有孔管区間の充填材 
（砂、砂利など） 

無孔区間の充填材 
（粘土、ベントナイ
ト、セメントなど） 

無孔管 

蓋 

観測目的の帯水層に合わせて有

孔管(有孔区間)を設定し、それ

以外の区間を無孔管(無孔区間)

にしています。掘削の口径を大

きくし、保孔管と地盤の間に充

填材を入れています。 地表面 

地下水位 

収納施設 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▽ 

掘削孔 

地下水の動き 
(観測孔の外と 
 中を行き来） 

水抜きパイプ 

石灰岩の帯水層に合わせて有孔

管を設定し、地表部等それ以外

の部分を無孔管にしています。

掘削の口径が小さい場合、充填

材を入れないことがあります。 

蓋 

遮水材 

充填材 
（砂など） 地下水位 

有孔管（ストレーナー、
スクリーン） 

保孔管 
(無孔管) 

地表面 

地表部の利用に支障が

生じないように、観測

孔の孔口を地下に埋設

しています。 

ハンドホールの蓋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1-6 地盤沈下対策における地下水観測井の例 

（地表立ち上げ型） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

      図 1-7 地下ダムにおける地下水観測孔の例（地下埋設型） 

 

※１ 写真の出典：地下水調査のための観測孔の仕上げ方マニュアル（案）、著者：地温調査

研究会「地下水調査のための観測孔の仕上げ方」検討委員会

フィルター（丸
穴から観測孔内
への土砂の流入
を抑制します） 

開口穴(この例
では丸穴） 

(例)写真※１ 
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4. 地下水位の観測方法 
 

 地下水位の観測には、地表から地下水観測孔の中の水面までの深さを直接測

定する方法と、地下水観測孔の中のある深度から水面までの高さ（水圧）を測

定する方法の、大きく２種類があります。 

 

【解 説】 

 地下水観測孔中の水位の観測方法には、人力で測定器を上げ下げして管頭※１か

ら水面までの深さを直接測る手計（てばかり）測定と、水中に設置した水圧式水

位計によって水面までの高さ（水圧）の測定値を記録する自記測定の２つの方法

があります。 

 

表 1-1 地下水位の測定方法※２ 

測定対象 水面までの深さ 水面までの高さ（水圧） 

 

 

 

 

 

 

 

方 法 

 観測孔の管頭から測定器を下

ろし水面を検知した際の深さを

直接測定する方法です。測定する

度に人力で測定器を上げ下げし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 あらかじめ観測孔内の水中に

測定器を設置しておき、測定器か

ら水面までの高さを水圧で測定

する方法です。データの記録装置

が付属している場合は、自動的に

測定した地下水面までの高さ（水

圧）が記録されます。 

 

 

 

 

 

測定機器

（市販の

事例） 

手計水位計 

 

 

 

 

 

 

 

水圧式水位計 

 

 

 

 

 

圧力センサーと記録装置の一体

型タイプ 

 

※１：管頭は観測孔の保孔管の最上端です。通常、地下水位を測定する際の基準とします。 

※２：測定機器の説明や地下水位測定で留意する事項は「参考資料 第２章地下水位の観

測」で紹介しています。 

地下水位 
水位 

センサー 

水面までの深さ 

管頭の位置 

地下水位 

水圧センサーの

吊り下げ材 

水圧センサー 

センサー位置 

水面までの高さ 

水位センサー 



 

 

 

第２章 

 

日常点検 
 

 

 

     1.観測施設の日常点検 · · · · · · · · · · · · · · · · ·   7 
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1. 観測施設の日常点検 
 

 地下水位の手計観測や水圧式水位計等のデータの回収など日常管理の際に、

観測孔や観測機器、観測孔周辺について点検し、異常の有無を確認します。 

 

【解説】 

 地下水位の手計観測や水圧式水位計のデータの回収などの際には、通常、地下

水観測孔の設置場所で作業します。その際、手計観測や水圧式水位計・大気圧計

のデータの回収の前に、観測孔や観測機器、観測孔周辺を目視で点検し、異常が

ないかを確認します。主な点検対象と確認項目を表 2-1 と図 2-1 に示します。 

 また、手計水位計での測定の際に、孔壁の付着物や孔底が土砂堆積等で浅くな

っているなどの異常がわかる場合もあるので注意します（表 2-2、図 2-2）。 

 異常が確認された場合、土砂等の異物の除去など、軽微な作業で対応できるも

のは可能な限りその場で対応します。地下水位の観測に支障がある、あるいは、

今後その懸念がある場合は、調査や対策を行うことが重要です。 

 

表 2-1 観測施設※１の主な点検対象と確認項目※2 

点検対象 確認項目 

孔口・ハンドホール（地

下埋設型） 
破損、土砂等の異物の侵入、土砂による埋没 

保孔管（地表立ち上げ型） 地表からの立ち上がり部の破損 

地表水の流入 観測孔周辺からの水の流入 

観測機器の収納施設 破損、風雨の浸入 

観測機器 ・設置状況や動作の確認 

・電池やバッテリーの残量（電圧）の確認 

・水圧式水位計のセンサーの値と手計水位計の値と

の比較、過去の観測値との比較 

・水圧式水位計、大気圧計の設定値の確認（実際の

現場の状況との差異の有無） 

観測孔周辺 陥没、土塊の移動、土木工事 

 

表 2-2 地下水位の手計測定での主な注意事項 

作業項目 注意事項 

 

 

手計水位計 

の測定 

水位センサーを降ろす際に、孔内の引っ掛かりや、保孔管の内壁

への貼り付きがないか注意します。また、水位センサーを上げた

際に、孔内の付着物がついていないかにも注意します。 

これまでの地下水観測時に水位が確認できた深度より浅い位置で

水位センサーが孔底に到達した場合、孔底深度が土砂堆積等で浅

くなっている可能性があります。 
 

※１：この資料では観測井・観測孔、観測機器、観測孔周辺を観測施設と総称します。 

※２：目視点検を記録する際の整理様式例を「参考資料 第２章地下水位の観測 5.地下水

観測施設の記録」で紹介しています。  
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▽ 

【保孔管】 
地表からの
立ち上がり
部の破損 

【収納施設】破
損、風雨の浸入 

【観測機器】設置状況や動作の確認、電池・バ
ッテリーの残量(電圧)の確認、水圧式水位計の
センサーの値と手計水位計の値との比較、水圧
式水位計・大気圧計の設定値の確認 

【孔口・ハンドホール】
破損、土砂等の異物の侵
入、土砂による埋没 

【地表水の流入】
観測孔周辺からの
水の流入 

【観測孔周辺】
陥没、土塊の移
動、土木工事 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

▽ 

水位計に付着
物が付いてい
る！ 

孔内に堆積
した土砂等 

孔底が浅くな
っている！ 

ストレーナーの
内側に広がった
付着物 

水位計の水位セ
ンサーに付いて
きた付着物 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

        ・地表立ち上げ型        ・地下埋設型 

図 2-1 地下水観測施設の主な点検対象と確認項目 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2-2 地下水位測定での主な注意事項 



 

 

 

第３章 

 

地下水観測施設の障害の事例 
 

 

 

     1.孔底への土砂の堆積 · · · · · · · · · · · · · · · · ·   9 

     2.ストレーナーの目詰まり・付着物 · · · · · · · · · · ·  11 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 ここでは主な障害事例として“孔底への土砂の堆積”、“ストレーナーの目詰まり・付

着物”を紹介しています。その他の障害事例については、「参考資料 第３章観測施設で

生じる障害事例」で紹介します。 
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▽ 

地表水と一緒に孔口 
から土砂が流入 

破損部からの
土砂の流入 

孔内の
堆積物 

ストレーナーの穴か
らの土砂の流入 

地表水と一緒に保孔管周
りの空隙から土砂が流入 

保孔管・ストレ
ーナーの破損部 

孔内の堆積物で地下水の
流れが悪くなり、正確な
地下水位の観測が困難 

ストレーナー 

1. 孔底への土砂の堆積 

 

 土砂が観測孔に流入して、孔底の堆積物がストレーナーまで到達すると、地

下水位の観測に支障が生じます。 

 

【解 説】 

(1)現象 

 地下水観測孔の孔口が開いていると地表水と一緒に土砂が孔内に流入する可能

性があります。また、保孔管やストレーナーの破損したところやストレーナーの

穴から地下水の流れと一緒に土砂が孔内に流入する可能性があります。観測孔の

孔底に土砂が堆積して徐々に埋まり、ストレーナー区間に到達すると、観測孔の

外と内で地下水の流れが悪くなり、正確な地下水位の観測が困難になります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-1 観測孔への土砂の流入や孔底への堆積の模式図 

 

(2)孔底堆積物の主な流入経路 

 主な流入経路には次のようなものがあります。 

 

表 3-1 孔底堆積物の主な流入経路 

流入経路 現   象 

観測孔の孔

口・保孔管

周り 

降雨時に水と一緒に土砂が孔口や保孔管周りの空隙から入りま

す。孔口が低い地表立ち上げ型の観測孔や、孔口部の蓋が壊れて

いる地下埋設型の観測孔では注意します。 

ストレーナ

ーの開口部 

ストレーナーを覆うフィルターが破損、あるいは欠落している

と、開口部から土砂が観測孔内に流入します。 

保孔管の破

損部 

地中で保孔管の一部が破損し穴が開いていると、そこから土砂が

観測孔の中に流入します。 
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孔底深度の測定用機器の先端です。柔

らかい孔底堆積物中に自重で沈んだ範

囲に泥が付着しています。 

 孔内カメラによる地下水面下の状況で

す。ストレーナーの丸穴から砂が流入

し、孔底（写真奥）に落下しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔内カメラによる観測孔の孔底です。左側の写真では灰色の堆積物の上に、やや大き

な粒径を含む砂状の堆積物が点在しています。右側では孔底に堆積する白色のスライ

ムが確認できます。 

 

図 3-2 孔底堆積物（例） 

 

 

 

 

 

 

 

孔底堆積物の中に

沈んだ範囲 

泥で埋まった

観測孔の台座 

数字は孔口

からの深度 

ストレーナーの
丸穴 

丸穴から
入った砂 

数字は孔口

からの深度 

孔底に堆積した
灰色の堆積物の
上に点在する砂 

数字は孔口

からの深度 

孔底に堆積した
白色のスライム 
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地下水位 

付着物等で目詰まりした 
ストレーナーやフィルター 観測孔の外と中の 

地下水位に差が 
生じる 

観測孔の外と中の 
地下水の行き来が 

少なくなる 

保孔管 
(無孔管) 

2. ストレーナーの目詰まり・付着物 

 

 観測孔に発生する障害として、ストレーナーの目詰まりや観測孔内の付着物

などがあります。ストレーナーの開口部がふさがると、正確な地下水位の観測

が困難になります。地下水位の測定作業の際に、機器に付着物が付いていない

か注意することが重要です。 

 

【解 説】 

(1)現象 

 ストレーナーは保孔管に丸孔やスリットなどの開口部を設け、観測孔の外と中

で地下水が行き来できるようにしたものです。またストレーナーの周りには、砂

の流入を防ぐためにフィルターを巻いている場合があります。ストレーナーの開

口穴やストレーナーの周りに巻いたフィルターが付着物や土粒子などの物質によ

ってふさがると、観測孔の外と中の地下水の行き来が少なくなります。その結果、

周辺の地下水位と比べて、観測孔の中の水位が異なる高さ（深さ）になったり、

水位の変動幅が小さくなったりして、正確な地下水位の観測が困難になります。 

 観測孔内の付着物は、軽く触れただけで剥離する場合もありますので、地下水

位の測定の際、引き上げた機器に付着物が付いていないか注意することが重要で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3-3 ストレーナーの目詰まりによる障害の模式図 
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保孔管の内壁に
発生した赤サビ 

ストレーナー
に発生したサ
ビと思われる
付着物 

数字は孔口

からの深度 

数字は孔口

からの深度 

(2)主な目詰まり物質・付着物 

 主なものとして、次のものが挙げられます。これらの物質が保孔管の壁面に付

着したり、ストレーナーの開口部をふさいだりすることによって目詰まりが生じ

ます。 

表 3-2 主な目詰まり物質・付着物と閉塞状況 

物 質 閉 塞 状 況 

細粒な土粒子 地下水の流動に伴って移動する砂や粘土の粒子が、ストレー

ナーの開口部をふさぐものです。 

腐   食 鋼材をストレーナーに用いている場合、発生したサビ(錆)が開

口部をふさぐ可能性があります。 

バクテリア 鉄バクテリアなどの細菌類が増殖し、粘性のある付着物とし

てストレーナーを覆うものです。 

溶存成分の析出 地下水中に溶けているカルシウムなどの物質が析出し、固形

物としてストレーナーを覆うものです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

付着物がストレーナーの丸穴だけでな

く、ストレーナーの内面全体を覆って

います。丸穴からはみ出た付着物が管

内に向かって盛り上がっています。 

 左写真の下部の状況です。付着物は少

なくなり、丸穴の一部が閉塞していま

す。 

図 3-4 ストレーナーの付着物（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔内カメラによる観測井の保孔管内壁の状況です。左の写真は赤サビで

す。右はストレーナーの位置の写真ですが、サビと思われる付着物が覆

っているため開口穴は確認できません。 

図 3-5 サビの状況（例） 

ストレーナーの
丸穴とその周り
を覆う付着物 

ストレーナーの
丸穴の一部を塞
ぐ付着物 

数字は孔口

からの深度 

数字は孔口

からの深度 
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観測孔内から引き上げた孔内カメラで

す。鉄バクテリアと鉄バクテリアの生

成物（水酸化鉄）が混合したものが付着

しています。鉄バクテリアは鉄を含む

機器や地下水中の鉄等を媒介にして増

殖します。 

 左の写真とは異なる観測孔での孔内カ

メラによる画像です。乳白色の鉄バク

テリアの塊が孔内を浮遊しています。 

図 3-6 付着物の鉄バクテリア（例） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔内カメラによる観測井の中の状況で

す。付着物が内壁から盛り上がってい

ます。鉄バクテリアや地層由来と思わ

れる鉱物も確認されています。 

 左の写真と同じ観測井から採取した地

下水に含まれていた固形物です。砂質

シルトのほかに、赤褐色の水酸化鉄と

思われる粒子が含まれています。 

図 3-7 付着物（例） 

 

 

数字は孔口

からの深度 

内壁から盛り上がっている付着物 

付着物 

 

孔内を浮遊する鉄
バクテリアの塊 

数字は孔口

からの深度 
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 ここでは主な調査・対策事例として“孔底深度測定”、“孔内カメラ調査”、“水質試料

採取”、“孔内洗浄”を紹介しています。その他の調査方法や、孔内洗浄の実施事例につ

いては、「参考資料 第５章地下水観測施設を長く使うために」で紹介します。 
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鋼棒（ロッド） 

目盛付きロープ 

1. 孔底深度測定 

 

 孔底深度は、目盛付きのロープの先端に重りを付けた機器で測定します。孔

底堆積物がストレーナーの深度まで到達すると、地下水の観測に支障がでるの

で、定期的に孔底深度を測定・記録しておくことが重要です。 

 

【解説】 

(1)方法 

 観測孔の孔口から孔底深度の測定機器の重り部分を降ろし、孔底までの深度を

測定します。測定の際に、地表からの土砂等流入の可能性を検討するため、観測

孔口や周辺の状況について記録※１することも重要です。 

 

 

 

孔底深度の測定状況です。重りが

孔底に着底したら、孔口部でロー

プの目盛を読みます。 

 

                   図４－１ 孔底深度測定の作業状況 

 

(2)測定機器 

 ロープや手計水位計を利用し先端に重りを付けて測定します。先端の重りが軽

いと、孔底への着底がわかりにくい場合があるので注意します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

目盛付きロープを利用し、先端に鋼棒（ロ

ッド）を重りとしてつけています。鋼棒が

孔底に着底するとロープが緩みますので、

着底した時に孔口部で目盛を読みます。 

 重り付きの金属製目盛テープでの測定

状況です。先端の金属製の重りは重量

があるので着底を容易に感知すること

ができます。 

図 4-２ 孔底深度の測定機器の例 

 

 

※１：記録の整理項目及び様式例を「参考資料 第２章地下水位の観測 5.地下水観測施設

の記録」で紹介しています。 

重り 
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(3)測定時の主な注意点 

 孔底深度を測定する際の主な注意点と、その対応方法を以下に示します。 

 

表 4-1 孔底深度測定時の主な注意点と対応方法 

項目 注意点 対応方法 

測 定 用 機

器 の 先 端

の 重 り の

重量 

軟弱な孔底堆積物では、重り

の重量が軽いと先端の到達

深度が浅くなる可能性があ

ります。（参考：図 4-3） 

堆積物への到達を触感で検知でき

る適正な重量にすることが重要で

す。また、重量で測定値が変わる可

能性があるので、値を比べる時は

同じ機器を使います。 

ロ ー プ の

保 孔 管 内

壁 へ の 貼

り付き 

付着物や水滴でロープが貼

り付くと、先端部が降下しに

くくなります。 

先端部が軽いと貼り付きやすいの

で適正な重量にします。また、断面

形状が平たいロープよりも丸いロ

ープの方が貼り付きは起こりにく

いです。 

孔 内 に 設

置 済 み の

機器 

水圧式水位計等の機器を設

置している観測孔では、孔底

深度の測定機器が既設の機

器と絡む可能性があります。 

機器が絡まないよう慎重に測定を

行います。観測に支障がないので

あれば、既設の機器を一時的に引

き上げておくことが有効です。 

基 準 点 の

取り違え 

測定の際、通常、基準点は観

測孔の保孔管の上端もしく

は地表面とします。基準点を

取り違えると、他の測定値と

の比較が不正確になります。 

孔底深度の測定結果から観測孔の

観測可能年数※１を算出することも

できるので、最初の測定の際の基

準点を記録し、以後の調査に引き

継ぐこと重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図４-3 測定手法による孔底深度計測の差異（例） 
 
※１：孔底深度の測定結果を用いた観測孔の観測可能年数の算出方法を「参考資料 第５章

地下水観測施設を長く使うために 2.観測孔の観測可能年数」で紹介しています。 

孔内カメラ

沈み込み(カメラ
の自重で堆積物中
に沈み込む深度を
計測)

手計水位計
画像観察(画
像で孔底を
判定)

地盤（掘削時の孔底）

　　　　　　測定手法

測定機器で
対応可能な
堆積物等

目盛付き
ロープ＋重
り

地下水

超軟質堆積物（新しいバ
クテリアの遺骸等）

軟質堆積物（緩い粘土、
バクテリアの変質した遺
骸等）

締まった堆積物（礫、
砂、硬質の粘性土等）

凡例

貫入部分の重量等で
変化する範囲

貫入可能な範囲
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2. 孔内カメラ調査 

 

 孔内カメラを用いて孔内の状況を直接的に観察することで、地下水観測施設

の障害に関わる多くの情報を得ることができます。 

 

【解説】 

(1)方法 

 観測孔の孔口から孔内カメラを降ろし、孔内の状況を画像または動画で記録し

ます。画像では、保孔管内壁や継ぎ目の状況、ストレーナーの状況、孔内水の濁

りの状況等に注意します。また、内部の変形・腐食、異物の付着・堆積等の異常

があれば、その内容も記録します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

孔内カメラの画像等から得られた情報をまとめることで、ストレーナ

ー開口部の目詰まりや、孔壁の付着物の状況が分かります。 

 

図 4-4 孔内カメラ調査の記載例 
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孔内カメラ調査の状況です。孔内カメラの先端部は

撮影用のセンサーと孔内を照らすライトです。作業

しやすいように孔内カメラの先端部と制御装置を

繋ぐケーブルはプーリーに納められています。 

 

図 4-5 孔内カメラの調査状況の例 

 

(2)調査機器 

 多くの機器が市販されていますので、調査する観測孔の深度・水深や口径、調

査目的に応じた機器を選定することが重要です。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

・管内検査カメラ        ・管内検査カメラ 

 

図 4-6 孔内カメラ※１の例 

 

 

 

 

※１：メーカーによって名称が異なることもありますが、いずれも観測孔内の調査で使用さ

れています。  

孔内カメラ
先端 

孔内カメラ先端と制御
装置を繋ぐケーブル 

ケーブル用の
プーリー 

制御装置と
モニター 

観測孔 
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(3)主な注意点と対応方法 

 孔内カメラ調査の主な注意点と、その対応方法を以下に示します。 

 

表 4-2 主な注意点と対応方法 

項目 注意点 対応方法 

機器の選定 観測孔の諸元に応じた機

器を選定することが重要

です。 

カメラ本体の大きさと適用深度は、と

くに重要です。 

カメラ本体の大きさは、事前に観測孔

の口径を確認して、余裕をもって内部

に入るものを選びます。 

カメラの耐水性能によって、撮影可能

な水深（水圧）に限界があります。 

また、撮影深度が深くなるとケーブル

の重量が重くなるので、プーリーなど

ケーブルを支える機器を使います。 

引っ掛かり 観測孔の破損部や保孔管

の段落とし ※ １ ではカメ

ラが引っ掛かる可能性が

あります。 

画像を見ながら、引っ掛かりそうな場

合は撮影を中断し、無理をしないこと

が重要です。 

濁り 孔壁の付着物の剥離や孔

底堆積物の巻き上げで水

が濁ると、内部を見るこ

とができなくなります。 

孔内カメラを慎重に操作し、ケーブル

が孔壁にできるだけ触れないようにし

ます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：観測孔の掘削では、ボーリング等で掘削孔を設けその中に保孔管を上から降ろします。

深い掘削孔では保孔管が途中で引っ掛かる可能性があります。そのような事態を避け

るために深部の保孔管は小口径とし、途中で大口径に接続します。これを段落としと言

います。 
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3. 水質試料採取 

 

 水質を調べることで、ストレーナーの目詰まりや孔内の付着物、保孔管のサ

ビなどの障害の要因や、将来、障害が生じる可能性を把握できることがありま

す。水質試料の採取では専用の機器を用います。 

 

【解説】 

(1)採水用の機器と採水方法 

 孔内の水面以下に採水器を降ろし、その深度の水を採取します。最近の調査で

利用される採水用の機器としては、次のようなものがあります。 

 

表 4-3 主な採水用の機器 

名称 構造と採水方法 採水用の機器の例 

ベーラー 下端に弁が付いた中空のプラスチッ

ク製のパイプです。水中を降ろす際

に弁が開き、パイプ内を水が通過し

ます。引き上げる際には水圧で弁が

閉じるため、その深度の水がパイプ

内に保持されます。操作は人力です。

構造が簡単で、広く利用されていま

す。 

 

特定深度採水器 下端に弁が付いた中空の金属製のパ

イプです。空気圧で弁が閉じた状態

で水中を降下させます。所定の深度

で空気を抜くと弁が開き、水がパイ

プ内に流入します。再度、空気圧を

上げて弁を閉じ引き揚げます。降下

及び空気圧の調整は人力です。特定

の深度で確実に採水することが可能

です。 

 

小型水中ポンプ 直径の小さな電動ポンプで、最小の

ものは VP40※１で採水できます。大

量に採水することが可能です。ポン

プ能力によって揚水できる深度（揚

程）は異なりますので、採水する深

度にあったポンプを選びます。 

 

 

※１：塩ビ管の規格で内径が 40mm のものです。 
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(2)主な注意点と対応方法 

 水質試料※１の採水作業の主な注意点と、その対応方法を以下に示します。 

 

表 4-4 主な注意点と対応方法 

項 目 注意点 対応方法 

採水用の機器

の選定 

観測孔の諸元に応じた採水

用の機器を選定することが

重要です。 

目的に応じた採水量と採水深度

に対応する機器を選定すること

が重要です。深度が深くなるとロ

ープの重量が重くなるので、プー

リーなどロープを支える機器を

使います。 

引っ掛かり 観測孔の破損部や保孔管の

段落とし ※ ２では採水用の

機器が引っ掛かる可能性が

あります。 

採水用の機器を慎重に操作し、引

っ掛かりそうな場合は採水作業

を中断し、無理をしないことが重

要です。 

濁り 採水作業に伴って孔壁から

剥離した付着物や巻き上げ

た孔底堆積物が水中を浮遊

し、水質試料と一緒に採水

されることで、本来の水質

とは異なる濃度や成分が検

出される可能性がありま

す。 

採水用の機器を慎重に操作し、採

水器やロープが孔壁にできるだ

け触れないようにします。また、

深度別に採水する場合は、上部か

ら行い、採水に伴う濁りの影響が

水質試料になるべく及ばないよ

うにします。 

複数の観測孔

での採水 

観測孔で使用した採水用の

機器を他の観測孔でそのま

ま使用すると、機器の中に

残っている水や成分が分析

結果に影響を及ぼすことが

あります。 

他の観測孔で使用する前に、採水

用の機器を純水等で洗浄します。

小型水中ポンプの場合は、しばら

くポンプを動かし、ホース内に残

っている水が抜けてから採水し

ます。 

 

 

 

※１：採取した水質試料の分析は、通常、分析を専門に行う外部の機関に依頼することにな

ります。分析する項目等については「参考資料 第４章地下水の水質」で紹介してい

ます。 

※２：観測孔の掘削では、ボーリング等で掘削孔を設けその中に保孔管を上から降ろします。

深い掘削孔では保孔管が途中で引っ掛かる可能性があります。そのような事態を避け

るために深部の保孔管は小口径とし、途中で大口径に接続します。これを段落としと言

います。  
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4. 孔内洗浄 

 

 孔底の堆積物や保孔管・ストレーナーの内壁の付着物を排出する方法とし

て、送気洗浄（エアリフト）や高圧洗浄という方法があります。 

 

【解説】 

(1)孔内洗浄の方法 

 実施事例※１がある方法を以下に紹介します。 

 

表 4-5 主な孔内洗浄方法の例 

方 法 内 容 対象とする障害(例) 

送気洗浄 

（エア 

 リフト） 

孔底まで入れたホースに圧縮空気を送り込

み、空気と水の密度差を利用して空気の上

昇に伴う孔内水の上昇流を発生させ、堆積

物を孔口から噴出させます。洗浄効果を高

めるため、空気と一緒に水を入れています。

特殊な機器は使わず、コンプレッサーを用

いて作業を行います。 

・孔底の堆積物の除去 

 

 

高圧洗浄 孔内に入れた高圧ホースから高い圧力の水

を噴出させることで、保孔管内壁の付着物

を孔口から噴出させます。 

・孔壁の付着物の除去 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

送気洗浄（エアリフト）の作業と、孔内

からの排出の状況です。空気と水を孔

底に送り込むことで、孔底堆積物を含

む水が排出されています。 

 高圧洗浄の作業風景です。観測孔に高

圧ホースを入れ、孔内で水を勢いよく

噴出することで観測孔内の付着物を除

去します。 

 

図 4-7 孔内洗浄の事例 

 

※１：実際に行った孔内洗浄の機器の規格や作業諸元について「参考資料 第５章地下水観

測施設を長く使うために 5.送気洗浄（エアリフト）・高圧洗浄」で紹介します。 

高圧ホース 

観測孔 

観測孔と 
作業用の 
パイプ・ 
ホース 

孔内からの排水 

排出された砂 



 

 

 

 

 

第５章 

 

障害に強い観測施設の例 
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▽ 

地表からの
立ち上がり 

砂溜まり 

遮水材 

ストレーナー 

観測孔の設置場所は水と植
物の繁茂に注意する。 

調査や対策が可能な
口径・構造にする。 

保孔管 
(無孔管) 

隙間からの水や土
砂の流入を防止 

観測対象の帯水層の深
度に設ける。 
土粒子の大きさを考慮
した開口部の大きさに
する。 

土粒子の流入を抑制 

土砂堆積の影響を軽減 
孔底の蓋 土砂の流入を防止 

充填材 

異物の侵入を防止 

孔口の蓋 

地下水位 

フィルター 

止水区間 

無孔区間、止水区間、ス
トレーナー区間によって
適切な材料を選ぶ。 

収納施設 風雨等からの
保護 

1. 主な留意事項 

 

 観測孔の構造や掘削・仕上げに気を付けることで、障害に比較的強い観測施

設とすることが重要です。 

 

【解 説】 

 障害に比較的強い観測孔のイメージを以下に示します。実際には観測の目的や

設置場所の状況に応じた観測施設とすることが重要です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-1 障害に強い観測施設のイメージ（例）※１ 

（地表立ち上げ型観測孔の模式図） 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：それぞれの留意事項の詳細については「参考資料 第６章地下水観測施設の構造と施

工上の留意点」で説明します。  
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▽ 
地下水位 

砂溜まり 

ハンドホールの蓋 

遮水材 

保孔管 
(無孔管) 

水抜きパイプ 

孔口からの土砂の流入
や異物の侵入を防止 

ハンドホール内の
湛水防止 

充填材 

ストレーナー 
フィルター 

孔底の蓋 

新設する場合は、
とくに水の流入対
策に注意する。 

孔口の蓋 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5-2 障害に強い観測施設のイメージ（例）※１ 

（地下埋設型観測孔の模式図。地表立ち上げ型観測孔と異なる点を表記） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※１：それぞれの留意事項の詳細については「参考資料 第６章地下水観測施設の構造と施

工上の留意点」で説明します。 



 

 

おわりに 

～関連資料「農業地域における持続的な地下水利用の手引き」の紹介～ 

 

 地下水とうまくつきあうコツとして地下水位観測が重要です。観測には地下水

を調べるための施設（地下水観測井や観測孔）を使いますので、地下水観測施設

を少しでも長く正常に使うためのヒントを、この手引きで紹介しました。 

 なお、この手引きではあまり触れていない、地下水観測の具体的な方法や手

順、観測結果の整理の仕方については、関連資料の「農業地域における持続的な

地下水利用の手引き～地下水観測のススメ～」にまとめていますので、こちらも

ご利用いただければ幸いです。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

https://www.maff.go.jp/j/nousin/sigen/chikasui-index.html 
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